
令和７年度　第３回　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金実施計画

No. 国の推奨事業メニュー名 交付対象事業の名称

事業の概要
　①目的・効果
　②交付金を充当する経費内容
　③積算根拠（対象数、単価等）
　④事業の対象（交付対象者、対象施設等）

事業始期 事業終期

1
①食料品の物価高騰に対
する特別加算

物価高騰対策くらし応援重点支援事業

①食料品や物価の高騰の影響を受けている市民生活の消費活動にかかる負担軽減を図るため、
市内事業所で使用できる電子地域通貨を配布する。
②電子地域通貨発行にかかる負担金、事務費
③電子地域通貨市民1人あたり15,000ポイント付与
負担金：市民24,212人×15,000円＝363,180千円
事務費：10,820千円
（アルバイト報酬、窓付き封筒、郵送料、電子地域通貨取扱手数料、Wi－Fiリース（短期）、プリン
ター、システム改修費）
④市民

R8.1 R8.4以降

2
③消費下支え等を通じた
生活者支援

地域通貨支援事業補助金

①商工会議所で実施する市内事業所で使用できる電子地域通貨事業の還元率増加キャンペーン
事業を支援し、エネルギー・食品価格等物価高騰の影響を受けている市民の皆さんの消費活動を
下支えするとともに、地域経済の活性化を図ります。
②還元率増加キャンペーン事業におけるポイント付与分
③ポイント付与分　6,800千円
　・還元3％（月1回）売上見込5,000千円×3％＝付与額150千円×12回
　　　＝付与総額1,800千円　
　・特別還元10％（年3回）売上見込10,000千円×10％＝1,000千円×3回
　　　＝付与総額3,000千円
　・特別還元5％（年4回）売上見込10,000千円×5％＝500千円×4回
　　　＝付与総額2,000千円
④市民、市内事業所

R7.4 R8.3

3
③消費下支え等を通じた
生活者支援

物価高騰対策臨時生活支援事業
（全世帯Yoroca7,000ポイント）

①エネルギー価格等、物価高騰の影響を受けている市民の皆さんの生活の負担軽減を図るため、
市内事業所で使用できる電子地域通貨を全世帯に配布します。
②電子地域通貨発行にかかる負担金、事務費
③電子地域通貨全世帯7,000ポイント付与
　負担金　＠7千円×13,800世帯＝96,600千円
　事務費　6,045千円
　その他財源は一般財源を見込む
④市民

R7.5 R8.3

4
②エネルギー・食料品価格
等の物価高騰に伴う子育
て世帯支援

学校給食食材費高騰対策補助金

①食材費高騰により令和6年度に学校給食費が改定となりましたが、米の価格高騰による影響
で、令和7年度も4月から増額改定となりました。このことによる保護者負担の軽減を図るため、
値上分を市が学校給食会に補助金として支出します。
②給食費の改定値上分
③給食費値上分（一食あたり）小学生区分40円、中学生区分42円を補助
・小学生区分　年間提供見込数　225,500食×40円＝9,020,000円
・中学生区分　年間提供見込数　116,235食×42円＝4,881,870円
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　合計　13,901,807円
※上記補助金額は見込であり、実際の児童生徒の食数により確定します。
④市内小中学生の保護者

R7.4 R8.3

5
⑨推奨事業メニュー例よ
りも更に効果があると判
断する地方単独事業

学校施設光熱費等高騰対策事業

①学校施設における電気料金等の高騰による影響を緩和し、児童生徒が安全安心に学び、活動す
ることのできる安定した学校運営管理を図る。
②小中学校の電気料金価格高騰分
③R7年度実績見込額48,274,000円－R3年度実績額39,627,000円＝8,647,000円
④市内小・中・義務教育学校9校

R7.11 R8.3

6
⑨推奨事業メニュー例よ
りも更に効果があると判
断する地方単独事業

市立総合病院光熱費等高騰対策支援事業

①物価高騰に伴い事業運営に大きく影響を受けている市立総合病院に対し、光熱費等の高騰分
を一部支援することで負担を軽減し、安定した病院管理・診療体制の維持を図る。
②光熱水費
③R7年度実績見込額とR3年度実績額の差額により算出
光熱水費　R7実績見込175,234,000円-R3実績額115,332,186円＝59,901,814円≒
59,000千円×30%＝17,700千円
④名寄市立総合病院

R7.11 R8.3


